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上越魚沼地域振興快速道路「八箇峠道路」特集

八
箇
峠
道
路
の
概
要

整
備
の
背
景

期
待
さ
れ
る
効
果

豪
雪
地
で
あ
り
、
地
震
や
豪
雨
ほ
か
度
重
な
る

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
当
市
に
と
っ
て
、
災
害
に
強

い
道
路
は
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
幹
と

な
り
ま
す
。

拠
点
的
な
医
療
を
担
う
魚
沼
基
幹
病
院
へ
の

「
命
の
道
」
と
し
て
、
一
刻
を
争
う
救
急
患
者
の

迅
速
な
搬
送
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

関
越
自
動
車
道
を
経
由
し
、
首
都
圏
か
ら
の
玄

関
口
と
し
て
当
地
域
へ
の
人
の
流
れ
を
作
る
な

ど
、
地
域
振
興
・
経
済
発
展
を
進
め
る
一
翼
を
担

い
ま
す
。

北
陸
自
動
車
道
と
関
越
自
動
車
道
を
結
び
、
上
越

市
・
十
日
町
市
・
南
魚
沼
市
を
中
心
と
し
た
生
活

圏
の
連
携
強
化
を
進
め
る
、
地
域
高
規
格
道
路
「
上

越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
」
の
一
部
で
、
延
長
約

９
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
無
料
の
自
動
車
専
用
道
路

で
す
。

現
在
、
十
日
町
市
を
含
む
妻
有
地
域
と
南
魚
沼
地

域
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
に
国
道
２
５
３
号
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ル
ー
ト
に
は
坂
道
や
急
カ
ー
ブ
な
ど
、

交
通
の
難
所
で
あ
る
八
箇
峠
（
十
日
町
市
八
箇
〜
南

魚
沼
市
余
川
間
）
が
あ
り
、
降
雨
量
に
よ
り
通
行
止

め
と
な
る
通
行
規
制
区
間
が
あ
る
ほ
か
、
冬
季
は
積

雪
で
道
幅
が
狭
く
な
っ
た
り
、
凍
結
で
ス
リ
ッ
プ
事

故
が
多
発
し
た
り
、
度
重
な
る
交
通
障
害
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
早
期
の
道
路

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

●
豪
雨
・
豪
雪
な
ど
の
災
害
に
強
い

道
路
に
な
り
ま
す

●
魚
沼
基
幹
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

良
く
な
り
ま
す

●
地
域
の
振
興
・
経
済
の
発
展
が

進
み
ま
す

注
意

歩
行
者
、
自
転
車
な
ど
の

軽
車
両
、
１
２
５
ｃ
ｃ
以

下
の
二
輪
車
は
通
行
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
路
上

は
駐
停
車
禁
止
で
す
。

至
上
越

八箇IC

上
越
新
幹
線

関越
自動
車道

JR
上
越
線

野田IC

八箇峠道路L=9.7㎞（起）
十
日
町
市
八
箇

（終）
南
魚
沼
市
余
川

野田IC

（終）
南
魚
沼
市
余
川

余川IC（仮称）

六日町IC
六日町IC（仮称）

11月25日㈯開通区間 L=6.6㎞

至湯沢

至
長
岡

六日町バイパス

北越急行ほくほく線至
上
越

八箇IC

上
越
新
幹
線

関越
自動
車道

JR
上
越
線

（起）
十
日
町
市
八
箇

余川IC（仮称）

六日町IC
六日町IC（仮称）

至湯沢

至
長
岡

六日町バイパス

北越急行ほくほく線

291

253

17

N 八箇峠道路L=9.7㎞

八箇峠道路について

希
望
の
道
が
、い
ま
開
く

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
「
八
箇
峠
道
路
」
の
一
部
が

11
月
25
日
㈯
に
開
通
し
ま
す

特集

HOPE

　
平
成
12
年
度
に
工
事
着
手
し
て
以
来
、
整
備
が
進

め
ら
れ
て
き
た
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
「
八

箇
峠
道
路
」
の
、
八
箇
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
十
日

町
市
）
〜
野
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
南
魚
沼
市
）

間
が
開
通
し
ま
す
。
現
在
の
国
道
２
５
３
号
の
気
象

条
件
に
よ
る
通
行
規
制
区
間
の
一
部
、
ま
た
交
通
の

難
所
で
あ
る
「
八
箇
峠
」
の
交
通
障
害
を
解
消
し
、

地
域
に
希
望
を
も
た
ら
す
新
し
い
道
路
が
い
よ
い
よ

誕
生
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
建
設
課
監
理
係
☎
７
５
７
ー
３
１
１
７

八箇インターチェンジから八箇峠道路
の南魚沼市方面を望む
※10月26日撮影
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現在の国道253号八箇PCスノーシェッド（椌木地内）

　
市
道
や
県
道
に
移
管
さ
れ
、
十
日
町
市
・
南

魚
沼
市
・
県
が
管
理
し
ま
す
。

現
在
の
国
道
２
５
３
号
は

　
　
　
　
　
ど
う
な
る
の

八箇インターチェンジか

ら南魚沼市ムイカスノー

リゾート入口交差点の間

は、冬期通行止めになり

ます。※今年は11月25

日㈯から通行止め

注意

中俣 時枝さん
（南魚沼市在住）

　
十
日
町
市
に
職
場
が
あ
り
ま
す

の
で
、
車
で
八
箇
峠
を
越
え
て
通

勤
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
は
大

地
の
芸
術
祭
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
八
箇

峠
道
路
の
開
通
で
通
勤
の
こ
と
も

含
め
て
、
十
日
町
市
が
近
く
な
る

こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

経
済
・
文
化
・
医
療
な
ど
、
両
市

の
連
携
が
強
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
に
職
場
が
あ
り
ま
す

の
で
、
車
で
八
箇
峠
を
越
え
て
通

の
で
、
車
で
八
箇
峠
を
越
え
て
通

勤
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
は
大

勤
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
は
大

十
日
町
市
が

　
　
　
近
く
な
る
こ
と
が
う
れ
し
い

南地域自治振興会

会長 村山 幸夫さん

　
南
地
域
自
治
振
興
会
で
、
八
箇

峠
道
路
の
工
事
現
場
を
昨
年
・
今

年
と
２
回
見
学
し
ま
し
た
。
今
年

は
昨
年
と
比
べ
て
一
段
と
工
事
が

進
捗
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
待

ち
望
ま
れ
た
道
路
の
開
通
が
間
近

で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
感
慨
深
か

っ
た
で
す
。

　
八
箇
峠
道
路
は
、
十
日
町
市
の

未
来
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
道
路

で
す
。
冬
期
間
で
も
安
全
に
通
行

で
き
、
か
つ
関
越
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
良
く
な
る
の
で
、
経

済
の
発
展
な
ど
が
期
待
で
き
ま

す
。
心
配
な
点
と
し
て
は
、
利
便

性
が
良
く
な
れ
ば
交
通
量
も
増

え
、
事
故
も
多
く
な
ら
な
い
か
と

い
う
こ
と
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
一
刻
も
早
く
、
八
箇

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
国
道

１
１
７
号
ま
で
の
整
備
も
進
ん
で

ほ
し
い
で
す
。

　
南
地
域
自
治
振
興
会
で
、
八
箇

峠
道
路
の
工
事
現
場
を
昨
年
・
今

年
と
２
回
見
学
し
ま
し
た
。
今
年

は
昨
年
と
比
べ
て
一
段
と
工
事
が

進
捗
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
待

ち
望
ま
れ
た
道
路
の
開
通
が
間
近

で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
感
慨
深
か

っ
た
で
す
。

　
八
箇
峠
道
路
は
、
十
日
町
市
の

未
来
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
道
路

で
す
。
冬
期
間
で
も
安
全
に
通
行

で
き
、
か
つ
関
越
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
良
く
な
る
の
で
、
経

済
の
発
展
な
ど
が
期
待
で
き
ま

す
。
心
配
な
点
と
し
て
は
、
利
便

性
が
良
く
な
れ
ば
交
通
量
も
増

え
、
事
故
も
多
く
な
ら
な
い
か
と

い
う
こ
と
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り

待ち望まれた道路の開通は感慨深い

南雲要一さん（関根１・後列一番左）

と家族の皆さん

南雲要一さん（関根１・後列一番左）

と家族の皆さん

安
全
・
安
心
の
面
が

　
向
上
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
き
い

八
箇
峠
道
路
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

期待
の声

地域高規格道路　上越魚沼地域振興快速道路について

　
今
後
は
「
八
箇
峠
道
路
」
に
引
き
続
き
「（
仮
称
）

十
日
町
道
路
（
北
鐙
坂
〜
八
箇
）」
の
整
備
が
望

ま
れ
ま
す
。
現
在
、
県
が
一
日
も
早
い
事
業
化
に

向
け
、「（
仮
称
）
十
日
町
道
路
検
討
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
ル
ー
ト
帯
の
決
定
に
向
け
た
取
組
み

を
行
っ
て
い
て
、
今
年
度
中
に
は
ル
ー
ト
帯
が
決

定
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
市
も
整
備
促
進
に
向
け
、「（
仮
称
）
十

日
町
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
周
辺
土
地
利
用
基
本

構
想
の
策
定
や
、ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備（（
仮
称
）

高
山
水
沢
線
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「(仮称)十日町道路」の早期事業化と、

上越魚沼地域振興快速道路の一日も早

い全線供用開始が望まれます

（
仮
称
）
十
日
町
道
路
の

整
備
に
向
け
て

　
今
ま
で
の
道
路
は
カ
ー
ブ
が
多

く
、
峠
を
越
え
る
の
に
時
間
も
か

か
り
ま
し
た
。
ま
た
冬
は
、
ス
リ

ッ
プ
事
故
な
ど
で
通
行
止
め
に
な

る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
八
箇
峠

道
路
の
開
通
で
安
全
・
安
心
の
面

が
向
上
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

少
年
野
球
を
し
て
い
る
の
で
、
遠

征
な
ど
で
今
ま
で
よ
り
も
早
く
、

気
軽
に
南
魚
沼
市
に
行
け
た
り
、

関
越
自
動
車
道
に
乗
れ
た
り
す
る

こ
と
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
こ
の

道
路
の
、
一
日
も
早
い
全
線
開
通

を
望
ん
で
い
ま
す
。

市報とおかまち　平成29年11月10日号

長里地内から国道253号の南魚沼市方面を望む

上越魚沼地域振興快速道路「八箇峠道路」特集



6市報とおかまち　平成29年11月10日号

このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成29年11月10日号7

Pick
Up

▲代表して表彰を受けたNPO法人越後妻有里山協働
機構の山﨑聡さん（２列目一番左）

第７回大地の芸術祭に向けて動き出します

大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ2018企画発表会

● ● ● ● ●問合せ：観光交流課芸術祭企画係☎757-2637

　
い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
た
、「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
１
８
」
の
企
画
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。
２
０
１
８
年
の
企
画
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、

貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
来
場
し
て
、
本
番
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大地の芸術祭 2015 企画発表会の様子

　10月19日㈭、佐賀県佐賀市で過疎地域自立活性化優

良事例表彰があり、「大地の芸術祭」を展開するNPO法

人越後妻有里山協働機構が総務大臣賞を受賞しました。

同法人が主体となり、集落や地元企業とともに取り組む

アートプログラムや棚田保全活動など、アート・食・自

然環境・観光・都市などを総合的に連携させ、地域の魅

力を高めている「妻有方式」の取組みが高く評価された

ものです。また、アートによる地域づくりの先進事例と

して国内外から注目され、全国のさまざまな地域づくり

に影響を与えている点も、評価されました。

　来年開催される「大地の芸術祭　越後妻有アートトリ

エンナーレ2018」に向け、弾みがつくうれしいニュー

スとなりました。

　10月19日㈭、佐賀県佐賀市で過疎地域自立活性化優

“「大地の芸術祭」の里”の取組みが高く評価されました

～NPO法人越後妻有里山協働機構が総務大臣賞を受賞～

●11月22日㈬
午後７時～

●越後妻有文化ホール
「段十ろう」

　大地の芸術祭2018の主な

企画を発表します。入場無料・

事前申込み不要で、どなたで

も参加できます。

安全・安心な医療サービスを受けるために

「うおぬま・米
まい

ねっと」の利用促進

● ● ● ● ●問合せ：医療介護課 医療・おとしより支援係☎757-9758

調剤薬局 診療所

検査情報

お薬の情報 画像情報

病院

　「うおぬま・米ねっと」に参加する地域内の医

療機関で、診療情報が共有されるようになります。

かかりつけ医に限らず、アレルギーや禁忌薬情報

などが参照でき、安全な医療サービスの提供を受

けることができます。

　「うおぬま・米ねっと」に参加する地域内の医

利用すると何ができるの　

【申込み・利用登録の方法】

①市役所または参加医療機関で申込書に必要事項

を記入して、うおぬま・米ねっと事務局まで提

出してください（郵送可）

※「魚沼地域医療連携ネットワーク協議会ネット

ワークシステム」利用規約への同意が必要

②うおぬま・米ねっと事務局で登録作業が完了す

ると、「米ねっとカード（右図参照）」と「登録

完了通知書」が郵送されます

③受け取った「米ねっとカード」は、参加する医

療機関での最初の受診時に受付へ提示してくだ

さい

　申込みが必要です。利用申込書は、十日町市役

所に備え付けられています。

　申込みが必要です。利用申込書は、十日町市役

利用するにはどうしたらいいの　

　「魚沼地域医療連携ネットワーク協議会ネット

ワークシステム」の愛称です。「うおぬま・米ねっ

と」に参加する十日町市・魚沼市・南魚沼市・湯

沢町・津南町の病院や診療所、薬局などがＩＴ技

術を活用して、患者さんの診療情報を共有するこ

とで、複数ある医療機関が一つの病院のように連

携して、医療サービスを提供する仕組みです（年

会費・利用料は無料）。

　「魚沼地域医療連携ネットワーク協議会ネット

「うおぬま・米ねっと」って何　

こんなときに役に立ちます

●救急搬送など、もしものときに迅速な治療

が期待できます

●地域内の医療機関で、検査情報を比較する

ことができます

●治療内容や服薬の情報も共有され、受診す

る医療機関が変わっても安心です

●詳細は以下へ問い合わせてください

NPO法人魚沼地域医療連携

　　ネットワーク協議会事務局

〒949-7302

南魚沼市浦佐4132番地

魚沼基幹病院内

☎025-788-0485

URL:http://www.uonuma-mynet.org/

イメージ
キャラクター
こめたろう
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市街第10・11計画区の住所表示が変更になります

地籍調査の完了と住所表示の変更

● ● ● ● ●問合せ：都市計画課地籍調査係☎757-3342

「
島
」
は
住
所
表
示
変
更
と
合
わ
せ
て
、
行

政
区
名
が
「
住
吉
町
」
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
後
の
住
所
表
示
が
「
住
吉
町
」、「
高
田
町

三
丁
目
西
」
に
変
わ
る
人
の
郵
便
番
号
は
、
下

記
の
と
お
り
で
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
郵
便
番
号
で
も
当
分
の
間
は
郵

便
物
な
ど
が
配
達
さ
れ
ま
す

　
地
籍
調
査
（
住
所
表
示
変
更
）
事
業
に
伴
う
会
社
な
ど
の
変
更
登
記
に

は
、
市
が
発
行
す
る
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

●
法
人
市
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
法
人
＝

該
当
す
る
法
人
へ
住
所
表
示
変
更
証
明
書
、
お
よ
び
会
社
な
ど
変
更
登

記
の
し
お
り
を
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
を
参
照
し
て
、
法
人
登
記
の
変
更

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
法
人
市
民
税
の
納
税
義
務
の
な
い
法
人
＝

地
籍
調
査
成
果
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
に
は
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
。
左
記
の
書
類
を
都
市
計
画
課
地
籍
調
査
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
・
位
置
図

　
・
申
請
者
（
法
人
）
の
登
記
簿
謄
本
（
写
し
）

　
・
地
籍
調
査
成
果
証
明
交
付
申
請
書

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市
計
画
課
地
籍
調
査
係
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

※
右
記
の
ほ
か
に
提
出
す
る
書
類
が
必
要
な
と
き
が
あ
り
ま
す
。
都
市
計

画
課
地
籍
調
査
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

行
政
区「
島
」は「
住
吉
町
」に
変
更
に
な
り
ま
す

法
人
の
方
へ

区　分 変更前表示 変更後表示

土地の表示 十日町市字上原子300番　 十日町市高田町三丁目南300番　

住　　　所 十日町市　　　子300番地 十日町市高田町三丁目南300番地

本　　　籍 十日町市　　　子300番地 十日町市高田町三丁目南300番地

行　政　区 高田町三丁目南

行政区 郵便番号

住吉町 948-0076

高田町三丁目西 948-0065

■土地の表示の変更例

　
平
成
22
年
度
か
ら
中
心
市
街
地
の
地
籍
調

査
事
業
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
分
か
り
や
す

い
住
所
表
示
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
行
政
区
は
地
籍
調
査
が
完
了
し
、
11

月
20
日
㈪
を
も
っ
て
住
所
表
示
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
住
所
表
示
変
更
手
続
き
に
必
要
な

各
種
証
明
書
や
手
続
き
の
し
お
り
な
ど
は
、

11
月
22
日
㈬
以
降
に
該
当
す
る
人
へ
発
送
し

ま
す
。

※
新
旧
地
番
対
照
表
や
手
続
き
の
し
お
り
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

対
象
行
政
区

高
田
町
三
丁
目
、
高
田
町
三
丁

目
西
、
高
田
町
三
丁
目
南
、
高

田
町
四
丁
目
、
高
田
町
五
丁
目
、

千
代
田
町
、
桜
木
町
、
島
（
住

吉
町
）、
春
日
町
一
丁
目
、
春
日

町
二
丁
目
、
春
日
町
三
丁
目

※
区
画
整
理
実
施
済
み
の
地
区

（
高
田
町
三
丁
目
、
千
代
田
町

の
一
部
）
は
除
き
ま
す

住
所
表
示
が
変
更
に
な
り
ま
す

　該当する行政区に住んでいる家族や親せき、友人・知人へ年賀状や手紙

を出すときは、住所表示変更に注意してください。また、経営する事業所

や会社などの取引先が該当する行政区にあるときも注意が必要です。

※当分の間、郵便物などは旧住所でも配達されます

市街地には、たくさんの基準点が設置されています。これは土地

の面積を測量するときの基になる点です。道路脇などに多く設置さ

れていることから、工事などで破損しないようにしてください。ま

た、地籍調査で筆界確認ができたところには、杭や鋲
びょう

などの境界標

を設置します。設置されたものなどは、抜いたり移動したりしない

でください（法で罰せられます）。住宅新築・改築、外構工事など

で境界標がなくなる恐れがあるときは、施工業者に保全を依頼して

ください（費用は本人負担です）。

境界標の機能保全の基準をホームページに掲載しています。工事

のときには十分に注意してください。

市街地の住所表示変更は
市民の皆さんに知ってほ
しいことです

基準点・境界標の

保全にご協力を

お願いします

街区三角点地籍図根多角点

基準点の例 境界標（筆界点）の例

※設置場所により異なります
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●子どもの感想
　家でとれたとうもろこしや枝豆、エビ・タコ・ウィンナーを入れていろいろな味のおいしいたこ焼きができました。●おうちの人の感想
　いろいろな味のたこ焼きを親子で作りました。キャンプでも父親が作ってくれて、子どもたちに大人気です。楽しく・おいしく作ることができました。

料理名

十日町小学校：１年 池
いけ

田
だ

 宇
ね

音
お

いろいろたこやき

・とうもろこし
・枝豆

十日町の食材

家族で楽しむ料理の日

学校における食育の取組み

● ● ● ● ●問合せ：学校教育課小中一貫教育係☎757-9957

学
校
教
育
課
で
は
、
食
育
推
進

の
一
環
と
し
て
、
夏
休
み
を
利
用

し
、
家
族
が
協
力
し
て
料
理
を
作

る
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
学

校
に
よ
っ
て
は
、
課
題
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
料
理
を
作
る
楽
し
さ
を
体
験

し
、
家
族
で
食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
す
。

家
庭
で
誰
か
の
た
め
に
食
事
を

作
り
、
と
も
に
味
わ
う
こ
と
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
感
謝
す
る
心
・

喜
び
の
心
が
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、小
学
生
３
４
１
件
、

中
学
生
15
件
の
実
施
報
告
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
取
組
み
の
一
例
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食

で
推
進
し
て
い
る
地
産
地
消
の
意

識
づ
け
を
図
る
た
め
、
十
日
町
産

の
食
材
を
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

●子どもの感想

　上手にできたのでう
れしかったです。自

分で作ったハンバーグ
はとてもおいしかっ

たです。またみんなで料
理を作りたいです。

●おうちの人の感想

　玉ねぎのみじん切り
に涙を流して大苦戦

していましたが、家族
に「おいしい」と食

べてもらい、とてもう
れしそうでした。

料理名

西小学校：４年 髙
たか

田
だ

 杏
あん

璃
り

ハンバーグ

・にんじん

・ズッキーニ

・玉ねぎ

・妻有ポーク

・トマト

・きゅうり

十日町の食材

●子どもの感想
　作るのもとても楽しかったし

、おいしく

出来たのでよかったです。

●おうちの人の感想

　いつもは、バタバタと親が作
ってしまい

がちですが、たまにはのんびり
会話をしな

がら、一緒に作るのもよいもの
だなぁと思

いました。とても楽しかったで
す。

料理名

田沢小学校：６年 渡
わた

邊
なべ

 侑
ゆう

那
や

チャーハンとロールキャベツ

・にんじん

・ピーマン

・トマト

・米

・キャベツ

十日町の食材

●子どもの感想
　きゅうりを同じくらいの厚さに切るのが
難しかったです。おいしくできました。
●おうちの人の感想
　生のきゅうりが苦手なので、大好きな豚
キムチに入れてみました。炒めたことで食
べやすかったようで、たくさん食べてくれ
てうれしかったです。

料理名

下条小学校：２年 瀧
たき

澤
ざわ

 心
こ

晴
はる

ぶたきゅムチ

・きゅうり
・えのきたけ

十日町の食材

●子どもの感想
　もちごめをひき肉にくっつけ

るのが難し

かったです。
●おうちの人の感想

　もち米に食紅でうすく色を
付けること

で、とても華やかになります。
かんたんな

ので、子どもも作りやすく食べ
やすい一品

です。

料理名

中条小学校：３年 徳
とく

永
なが

 光
ひかる

翔

もちごめしゅうまい

・ねぎ

・玉ねぎ

・ひき肉

・しいたけ

・ブロッコリー

十日町の食材

私が作りました。

●子どもの感想
　メニューを考えるのが一番大変でした。●おうちの人の感想
　主食：主菜：副菜が３：１：２ということを、母親も改めて勉強になりました。また一緒に作ってみたいです。

料理名

西小学校：５年 根
ね

津
つ

 寛
ひろ

人
と

おにぎりとお弁当のおかず

・オクラ
・ミニトマト
・とうもろこし
・じゃがいも

十日町の食材
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おいしいイタリア料理を味わいませんか若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

・高齢者福祉事業、

　障がい者福祉事業

・従業員100人

・十日町市新宮乙

195-3 ほか６拠点

・☎758-2050

・「届けよう明るい

　笑顔と明るい言葉」をモットーに、お客様第一のサ

ービスを心がけています

人
の
た
め
に
働
く
道
を
地
元
で

叶
え
る

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
や
り
が

い
を
糧
に

描
い
た
将
来
像
に
向
か
い
学
び

の
毎
日

鈴
木
さ
ん
―
中
学
生
の
頃
、
先
生
の
紹

介
で
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
も
と
も
と
地
元
で
働
き
た
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
夢
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

富
井
さ
ん
―
親
族
が
看
護
の
仕
事
を
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
で
、
こ

の
道
に
進
み
ま
し
た
。
東
京
で
も
福
祉

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
が

好
き
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
―
数
年
後
に
は
、
自
分
に
も

後
輩
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
後
輩
か

ら
頼
っ
て
も
ら
え
る
職
員
と
な
る
べ

く
、
日
々
の
業
務
に
精
進
し
ま
す
。

富
井
さ
ん
―
現
在
は
、
先
輩
の
仕
事
か

ら
学
ぶ
毎
日
で
す
。
今
後
は
、
精
神
保

健
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
、
自
分
の

仕
事
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
。

富
井
さ
ん
―
東
京
で
経
験
し
た
高
齢
者

介
護
と
、
現
在
の
障
が
い
者
支
援
は
全

く
違
う
仕
事
で
す
。
現
在
は
施
設
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
の
力
で
日
常
生

活
を
送
り
、
就
労
す
る
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
過
剰
支
援
に
な
ら
な

い
よ
う
、
必
要
な
と
き
は
支
援
を
行
う

と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
利
用
者
の
人
が
自
分
の
目

標
を
達
成
し
た
と
き
、
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
―
も
と
も
と
人
と
の
会
話
が

あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
高

齢
者
介
護
の
仕
事
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま

し
た
。
で
す
が
先
輩
職
員
か
ら
、「
何

事
も
大
き
な
声
で
、
笑
顔
で
」
と
い
う

一
言
を
も
ら
い
、
仕
事
の
取
り
組
み
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
は
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
が
私
の
や

り
が
い
で
す
。

■社会福祉法人 妻有福祉会

市内出身。東京で高齢者介護の仕事に３年間従事し、
地元にＵターン。今年７月に就職。エンゼル妻有勤
務。

富井 礼子さん（馬場２・28歳）

市内出身。高校卒業後に就職し、現在３年目。
妻有荘勤務。

鈴木 元気さん（松代・20歳）

第二回世界イタリア料理週間 ～イタリアンフェアin十日町～

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課広報広聴係☎757-3112

ポレンタとタラのヴィチェンツァ風ソ
ース ピッツォッケリ パーチのリゾット

※写真はイメージ

コモ
COMO在日イタリア大使館が実施しているイタリアンフェア

を、今年十日町市で初開催します。

期間中は姉妹都市であるコモ市の魅力だけでなく、コモ

地方の伝統料理を市内の飲食店で楽しむことができます。

この機会に、コモ直伝のイタリア料理とコモ地方の伝統料

理といった食文化を、身近に感じてみませんか。

【コモ地方の伝統的料理】

①ポレンタ＝とうもろこしの粉を使った、コモ地方の庶民的な料理。付け合わせのソース（⑤、⑥）などと一緒に食べる。

②ヴァルテッリーナ　ピッツォッケリ＝そば粉を使ったパスタ。チーズやバターのソースであえることが多い。

③リゾット・アッラ・ミラネーゼ＝黄金色になるようにサフラン（香辛料）をたっぷり入れた、深みのあるリゾット。

④パーチのリゾット＝パーチ（スズキの一種）のリゾット。（スズキなどを代用して調理するときあり）

⑤タラのヴィツェンツァ風ソース＝タラを牛乳とパルメザンチーズでことこと煮た料理。

⑥牛肉の赤ワイン煮込み＝コモ直伝のレシピを使った赤ワイン煮込み。

※そのほか、コモ地方の生ハム・チーズ・ワイン など

店　名　※順不同 提供メニュー
※変更になることがあり

営業時間と定休日

トラットリア ペペロッソ ②、③、⑤
午前11時～午後３時、午後５時30
分～10時　休㈪　※昼は要予約

パスタ＆ダイニング アーリオ ②（数量限定になることあり）
午前11時30分～午後２時30分、午
後５時30分～９時　休㈫

きっちん愚留米 ①と⑥、チーズ、ワイン
午前11時30分～午後２時、午後５
時30分～９時　休㈬

いこて ②
午前11時～午後２時、午後５時～
10時　休㈪・㈰の夜

ラポート十日町（宴会コー
スを利用する人に提供）

②、④、コモ地方の生ハム＆
チーズの前菜

午前９時～午後10時　休無休
※要予約

林屋旅館（コースを利用す
る人に提供）

①と⑤、③と⑥など
午前９時～午後８時　休無休
※要予約

店　名　※順不同

日11月20日㈪～26日㈰

￥各メニューによる

●市内参加飲食店
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市総合防災訓練への協力の申し出が

きっかけとなり、市は損害保険ジャパ

ン日本興亜㈱（本社：東京都新宿区）

と大規模災害に備えた地域防災力の向

上を推進することを目的として、協定

を締結しました。締結式において、関口市長は「災害に強いまちづくりのため、協力をお願いしたい」と

話し、損害保険ジャパン日本興亜㈱の大磯長岡支店長は「市民の皆さんの安全安心に貢献できるよう、我々

も努力して行く」とそれぞれの思いを話しました。

地域活性化に向けて新潟大学と連携協定を締結

10月10日㈫：市役所本庁

これまで以上に郵便局が身近で便利になります

10月４日㈬：橘郵便局

市は国立大学法人新潟大学と多様な分野で相互に協力し、地域社会

の発展と人材育成に寄与することを目的に、「連携に関する協定」を

締結しました。同大学と市は昨年人文学部と協定を締結しているほか、

これまでにさまざまな分野で共同研究なども進められ、協力体制を築

いています。これらが実を結び、今回の協定締結へと発展しました。

締結式で関口市長は「新潟大学が持つ、人・知識・技術を生かし、広く地域の活性化につなげたい」と

話し、新潟大学の高橋姿
すがた

学長は、「協定で十日町市がより活性化し、双方にとって大きな財産になること

を願う」と話しました。

市報９月25日号18ページでお知らせしましたが、橘郵便局では10月

２日㈪から各種証明書のキオスク端末が利用できます。この日、その利

用開始を祝うセレモニーを開催。日

本郵便㈱全国代表主幹地区統括局長

の青木進さん、関口市長ほか関係者

が出席し、記念のテープカットなど

を行いました。このあと、市長がマ

イナンバーカードを利用してキオス

ク端末から証明書の交付を受け、利

便性をＰＲしました。

市民・警察・行政が一体となって防犯対策を推進します

10月11日㈬：市内

市民の安全・安心のために

10月19日㈭：市役所本庁

「全国地域安全運動キャンペーン」に合わせて、防犯パトロール出発

式を行いました。式には市内自治防犯組織の皆さんはじめ、須田十日町

警察署長や関口市長が参加。式のあとには、警察パトカーと各組織の青

色回転灯パトロール車によるパレードが行われました。また、市内大型

スーパーの店舗前では、十日町きもの女王の品田涼花さんも一緒にパン

フレットなどを配布し、防犯啓発を呼びかけました。

締結式の様子 22日㈰の総合防災訓練では、同社協力で子ど
もたちの防災教育ブースが出展されました

故郷への思いが創り出した幻想的な光景

10月27日㈮：清津川フレッシュパーク

よさこい演舞と地元グルメの祭典

10月15日㈰：ほくほく線まつだい駅前

ご当地キャラクターで子どもたちの安全を守る

10月24日㈫：まつのやま学園

子どもも大人も楽しみました

10月15日㈰：桂公園

清津川フレッシュパークに、周辺の木々を利用して景観照

明が設置されました。これは中里出身でアメリカ在住の照明

設計デザイナー、吉楽弘さんが故郷へ恩返しをしたいという

思いから実現したもの。プロジェクトのため、吉楽さんや国

際的照明デザイナーのジャネット・モイヤーさんが来日する

など、国内外から30人を超える関係者が集い、地元芋川集落の皆さんと照明を設置しました。

この日行われた点灯式には200人が集まり、参加者は暖かな光で照らされた公園の幻想的な光景に、魅

入っていました。ライトアップは雪が降るまでの間、午後10時ころまで行われます。ぜひ、鑑賞しに来

場してください。

「ほくほく線元気まつりinまつだい～秋の宴～」

が開催されました。“ほくほく線沿線地域や観光

客を結んで元気をつないでいこう”という地域住

民の思いから始まったこのイベントに、県内外か

ら20のよさこいチームが参加。当日は小雨が降

り肌寒い天候でしたが、出店した屋台の温かいそ

ばなどの地元グルメと迫力満点のよさこい演舞で

盛り上がり、会場は2,500人の来訪者の熱気に包

まれました。

松之山商工会青年部はこれまでにも、松之山のＰ

Ｒキャラクター「ゆとっと」をモデルにした缶バッ

ジ・Ｔシャツなどを作成し、地域の活性化に役立て

ています。今回は子どもたちの交通事故防止のため

に反射シールを作成し、地元の小中一貫校まつのや

ま学園の全生徒へ寄贈しました。シールはこれから

毎年、新入生に贈られるそうです。

生徒会長の髙橋千尋さん（９年生）は、「これか

ら冬に向かい日が短くなるので、かばんなどに貼っ

て活用したいです」と感謝を伝えていました。

NPO桂公園こどもランドが主催する「超こどもまつり＆公園マル

シェ 2017」が開催され、雨天にもかかわらず多くの家族連れで賑わ

いました。ウサギと触れ合えるテントや電動ゴーカート試乗などに、

子どもたちは大喜び。また、ステージでは子どもたちによるヒップホ

ップダンスやマーチングバンドなどが行われ、お父さんお母さんたち

も楽しそうにその姿を見ていました。

参加者の田口龍之介くん（新座３・８歳）は「ウサギと遊ぶことが

できたし、お母さんのお店にも行けて楽しかった」とフリーマーケッ

トに出店していたお母さんの顔を見ながら、うれしそうに話しました。

民の思いから始まったこのイベントに、県内外か

ら20のよさこいチームが参加。当日は小雨が降

り肌寒い天候でしたが、出店した屋台の温かいそ

ばなどの地元グルメと迫力満点のよさこい演舞で

盛り上がり、会場は2,500人の来訪者の熱気に包

まれました。

ら20のよさこいチームが参加。当日は小雨が降

り肌寒い天候でしたが、出店した屋台の温かいそ

ばなどの地元グルメと迫力満点のよさこい演舞で

盛り上がり、会場は2,500人の来訪者の熱気に包

まれました。
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

平成29年度十日町高校  同窓会総会のご案内

※講演会のみの方も受け付けております。ご友人等お誘い合わせ、ご出席下さいますようお願いします。

日時 平成29年11月24日㈮ （受付開始／午後５時30分）
講演会／午後６時～７時30分　懇親会／午後７時30分～９時30分

会場 ラポート十日町　TEL757-5121

　演題　「 東京海上日動の挑戦 ～健康経営と地方創生～」

■講演会
　講師　堀 　 真  氏

昭和53年　本校卒業　下条出身
東京海上日動火災保険株式会社　常務執行役員

■懇親会会費　4,000円

■申込先　十日町高校同窓会事務局  TEL･FAX：757-1970（平日の午前中のみ）
■締　切　11月17日㈮

新潟県立十日町高等学校同窓会会長　村　山　政　文

ほり まこと
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

廖
リョウ

 品
ピン

淨
チン

（ジン）さん
（横浜市・台湾出身）

25歳

アートの旅はここから始まった

17

こへび隊通信

地元サポーター

「越後妻有 雪花火」の風景

こへび隊

Facebookあります

JISAPO こへび隊

地元から芸術祭を盛り上げよう！！

地元サポーター・こへび隊
活動日誌

きょうの
こへび隊

越後妻有の大地を自転車で巡るサイクルイベント「ツールド妻有」

が開催されました。この季節の開催は、過去10回の中で初めての試

みです。雨天での実施となりましたが、開会式で実行委員会代表の伊

藤嘉
よしあき

朗さんから「最後は笑ってゴールしましょう」とあいさつがあり、

140人の参加者が発着点のミオンなかさとをスタートしました。

このイベントの魅力は、沿線のエイドステーション（休憩所）での、地元の皆さんとの交流にあります。

今回は秋の開催ということで、地元の食材などを使った秋の味覚などが振る舞われました。ゴール後には

体重が増えている人もいて、参加者たちは妻有の秋や地元の人との交流を満喫した様子でした。

自転車で楽しむ自然・食・交流

10月29日㈰：ミオンなかさとほか

県内生産者を代表して天皇陛下に粟を献納

10月23日㈪：東京都千代田区（皇居）

新
にいなめさい

嘗祭献穀献納式で、高野茂実さん（白羽毛・64歳）が妻の光

子さんとともに、県内生産者を代表して今年収穫した粟を天皇陛下

に献納しました。この式典は11月23日㈭の新嘗祭でお供えする米

と粟を、天皇陛下に献納するもので、献穀物は新嘗祭で陛下自らも

お召し上がりになります。市内からは、平成19年度に精米を献穀

して以来の栄誉です。

式の最後には天皇・皇后両陛下がお出ましになり、労いと励まし

のお言葉をかけられました。献穀式を終え、高野さんは「無農薬栽

培ですので、病害虫が心配でした。多くの協力により、収穫した粟

を無事献納できて感無量です」と話してくれました。

（上）献穀献納式
での高野さん夫妻
（左）献納された
粟の収穫作業

鉢エイドステーションでの一コマ

2015年大地の芸術祭で、台湾から越後妻有を訪れました。そのとき、こへび

隊のことを知り、活動にぜひ参加したいと思いました。

こへび隊に参加してから、芸術祭の良さと大変さの両方が分かるようになりま

した。「越後妻有 雪花火」では寒い屋外で準備をし、光の花畑の「光の種」を一

個ずつ埋め込み、終了後はまたそれを拾うという作業を行い、こへび隊でしかで

きない体験をしました。その中での花火と、美しい彩りのライトの風景は一生忘

れません。現在留学中ですが、その間にいろいろな所へ行き、さまざまな人と話

してみたいという夢が叶いました。

こへび隊に参加したばかりのころは日本語が上手とは言

えませんでしたが、とても楽しく過ごすことができ、素敵

な友達もできました。あなたもきっと大丈夫！ぜひ、こへ

び隊に参加してみてください！

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

ス
タ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

　
星
の
ソ
ム
リ
エ
が
夜
空
を
案
内

す
る
特
別
企
画
で
す
。
あ
て
ま
の

夜
空
に
広
が
る
満
天
の
星
空
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
13
日
㈪
〜
15
日
㈬
午
後
7

時
〜
10
時

会
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
敷
地
内
（
ホ
テ
ル
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
集
合
）

￥
千
円

他
当
日
参
加
も
可

申
・
問
あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室

ポ
ポ
ラ
（
☎
７
５
８

｜

４
８
１

１
）

新
そ
ば
の
会

　
手
打
ち
体
験
を
し
て
食
べ
て
、

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

日
11
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜

会
の
っ
と
こ
い

￥
１
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
７

０
０
円
、
幼
児
無
料

申
・
問
春
川
（
☎
７
５
９

｜

２
２

１
６
）

展
示
会

第
1
回
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ミ
ュ
シ
ャ
が
愛
し
た
プ
ラ
ハ
美
術

日
11
月
21
日
㈫
〜
26
日
㈰
午
前
8

時
〜
午
後
7
時
※
26
日
は
正
午

ま
で

内
プ
ラ
ハ
を
代
表
す
る
画
家
の
作

品
を
展
示
・
販
売

他
25
日
㈯
は
晩
餐
会
「
チ
ェ
コ
ワ

イ
ン
と
プ
ラ
ハ
の
夕
べ
」
を
開

催
（
要
予
約
・
有
料
）

会
・
問
あ
て
ま
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
（
☎
７
５
８

｜

４

８
８
８
）

か
わ
に
し
賑
わ
い
空
間

秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　
詳
細
は
11
月
20
日
ご
ろ
の
新
聞

折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
も
案
内
し
ま

す
。

日
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

会
賑
わ
い
空
間

【
千
年
の
湯
秋
の
感
謝
祭
】

●
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

内
餅
つ
き
・
福
ま
き
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど

問
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６

８

｜

２
９
８
８
）

【
千
年
の
市
・
雁
木
バ
ザ
ー
ル
】

●
時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
3
時

内
ベ
リ
ー
の
苗
木
販
売
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

【
賑
わ
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】

●
時
間
＝
午
後
1
時
30
分
〜
6
時

会
千
年
の
森
ホ
ー
ル

内
超
耕
21
ガ
ッ
タ
ー
が
や
っ
て
く

る
、
川
西
中
吹
奏
楽
部
演
奏
、

父
辛
子
・
ひ
な
た
ラ
イ
ブ

〈
共
通
〉

問
千
手
地
区
振
興
会
事
務
局
・
南

雲
（
☎
７
６
８

｜

３
８
３
５
）

消
費
税
軽
減
税
率
説
明
会

日
11
月
24
日
㈮
午
後
4
時
〜
4
時

50
分

対
企
業
・
個
人
事
業
者

定
50
人

持
筆
記
用
具

会
・
問
中
里
商
工
会
（
☎
７
６
３

｜

２
８
６
８
）

清
津
川
の
水
は
清
津
川
に
！

清
津
川
清
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
清
津
川
の
水
は
水
力
発
電
に

利
用
さ
れ
、
魚
野
川
に
流
れ
て

い
ま
す
。
清
津
川
を
ど
の
よ
う

に
地
域
づ
く
り
に
生
か
せ
る

か
、
川
と
人
の
付
き
合
い
方
を

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
11
月
25
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

30
分
※
開
場
午
後
１
時
30
分

会
中
里
庁
舎

定
70
人

内
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映

：

「
２
０
１
７
夏

清
流
『
清
津
川
』
探
訪
」、
講

演

：

「
川
と
は
〜
海
と
山
と
を

つ
な
ぐ
も
の
〜
」

講
大
熊
孝
さ
ん
（
新
潟
大
学
名
誉

教
授
）

問
清
津
川
に
清
流
を
取
り
戻
す
会

事
務
局
（
☎
７
６
３

｜

３
７
６

１
）

フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
さ
ん
の

家
族
会
】

日
11
月
30
日
㈭
午
後
7
時
〜

会
分
じ
ろ
う

【
お
茶
に
し
よ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
会
】

日
12
月
9
日
㈯
午
後
2
時
〜

会
分
じ
ろ
う

￥
３
０
０
円

内
い
ま
・
こ
こ
で
あ
な
た
は
何
を

し
ま
し
ょ
う
か
？
〜
雨
上
が
り

は
晴
れ
る
も
の
〜

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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ら
木
造
住
宅
の
平
面
図
の
作
成

方
法
を
学
び
た
い
人

定
10
人

￥
２
４
０
０
円

持
Ｊ
ｗ

｜

ｃ
ａ
ｄ
で
学
ぶ
建
築
製

図
の
基
本

会
・
申
・
問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
☎
０
２
５

｜

７
９
４

｜

２
４
１
０
）

意
見
募
集

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

第
３
次
広
域
計
画
（
案
）

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し

て
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
11
月
20
日
㈪
〜
12

月
15
日
㈮
※
必
着

●
資
料
の
閲
覧
場
所
＝
市
民
生
活

課
・
各
支
所
市
民
課
・
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.n
iig
a
ta
-k
o
u
ik
i.jp

）

●
意
見
の
提
出
方
法
・
問
＝
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

（jim
0
1
@
n
iig
a
ta
-k
o
u
ik
i.

jp
)

の
い
ず
れ
か
で
、
〒
９
５

０

｜

０
９
６
５
新
潟
市
中
央
区

新
光
町
４

｜

１
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
総
務
課
企
画
係

へ
（
☎
０
２
５

｜

２
８
５

｜

３

２
２
１
、
Ｆ
０
２
５

｜

２
８
５

｜

３
３
１
５
）

は
じ
め
て
知
る
・
学
ぶ
人
の
た
め
の

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

日
11
月
24
日
㈮
午
後
2
時
〜
4
時

会
十
日
町
産
業
文
化
発
信
館
い
こ

て
（
本
町
５
）

内
情
報
提
供

：

県
の
ひ
き
こ
も
り

対
策
と
現
状
に
つ
い
て

　
基
調
講
演

：

ひ
き
こ
も
り
者
の

気
持
ち
（
仮
）

講
高
橋
和
枝
さ
ん（S

ス
プ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

p
p
o
n
F
ie
ld

代
表
）

申
・
問
だ
ん
だ
ん
会
事
務
局
（
社

空
き
家
の
物
件
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図

る
た
め
、
流
通
可
能
な
空
き
家
を

募
集
し
ま
す
。
空
き
家
を
「
売
り

た
い
」「
貸
し
た
い
」
人
は
ぜ
ひ

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
市
内
に
空
き
家
（
空
き
家
に
な

る
予
定
の
物
件
含
む
）
を
所
有

し
て
い
る
人

￥
物
件
の
登
録
は
無
料
。た
だ
し
、

取
引
は
（
公
社
）
新
潟
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
の
仲
介
の
も

と
で
行
わ
れ
、
契
約
成
立
時
に

は
仲
介
手
数
料
が
発
生
し
ま
す

申
・
問
企
画
政
策
課
移
住
定
住
推

進
係（
☎
７
５
５

｜

５
１
３
７
）

第
２
回
「
十
日
町
市
移
住
者
の
会
」

〜
移
住
者
イ
チ
オ
シ
の

　

十
日
町
土
産
を
決
め
よ
う
！
〜

　
就
職
や
結
婚
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

な
ど
、
十
日
町
市
に
移
住
し
た
人

た
ち
で
、
移
住
後
の
悩
み
や
十
日

町
市
の
魅
力
な
ど
の
情
報
を
交
換

し
合
う
「
移
住
者
の
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
移

住
者
イ
チ
オ
シ
の
十
日
町
土
産
」

で
す
。
十
日
町
市
の
名
産
品
を
試

食
し
て
、
イ
チ
オ
シ
を
決
め
ま
し

ょ
う
。

日
12
月
10
日
㈰
午
後
3
時
〜
5
時

※
受
付
午
後
2
時
30
分
〜

会A

エ

ー

ル

L
E
 b

ビ

ア

e
e
r
& ア

ン
ドp

ピ
ッ
ツ
ア

izza

（
宮
下

町
西
）

対
市
内
に
移
住
し
た
人

￥
５
０
０
円
※
税
込
み
・
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
代

定
先
着
20
人

申
・
問
氏
名
・
移
住
歴
・
移
住
理
由
・

イ
チ
オ
シ
の
十
日
町
土
産
を
明

記
し
て
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

（to
k
a
m
a
c
h
iy
e
ll@
g
m
a
il.

co
m

）
で
㈱
Ｙエ

ー

ル

Ｅ
Ｅ
Ｌ
へ
（
☎

７
６
１

｜

７
４
０
１
）

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練

【
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
１
（
平
面
図

の
作
成
）】

日
12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

対
Ｊ
ｗ

｜

ｃ
ａ
ｄ
の
基
本
操
作
か

　「“ハートマッチ”にいがた」は、県が導入した１対１の婚活マッチン

グシステムです。今回、システムの登録から相手との引き合わせ、結婚

までをサポートする「にいがた出会いサポートセンター」の臨時窓口を

市内で開設します。

日12月2日㈯午前10時～午後５時

会クロステン

対結婚を希望し、自ら努力する20歳以上の独身で、県内に在住・在勤

している人、または県内に移住を希望している人

￥・申システムの利用には登録料（税込み１万円※２年間有効）および

インターネットやメールを使用できるスマートフォンかパソコンが必要

〆「ハートマッチにいがた」のホームページから事前に予約

問にいがた出会いサポートセンター（☎025-384-4151）

　※㈫・㈮は定休

サポートセンターのホームページはこちら→

inとおかまち

講
稲
垣
応ま

さ
あ
き顕

さ
ん
（
上
越
教
育
大

学
教
授
）

【
ひ
き
こ
も
り
さ
ん
の
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
】

日
毎
週
㈫
・
㈭
午
後
1
時
〜
4
時

会
ね
こ
ろ
ん
だ
（
昭
和
町
１
）

〈
共
通
〉

問
フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
・
関
口
（
☎

０
９
０

｜

４
９
５
５

｜

４
１
６

９
）

自
伐
林
業
講
習
会

　
森
林
整
備
後
の
間
伐
材
の
有
効

利
用
の
た
め
、
集
材
に
関
す
る
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
11
月
22
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

会
川
西
地
域
内
市
有
林
（
千
手
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集

合
後
、
車
で
移
動
）

持
作
業
で
き
る
服
装

〆
11
月
17
日
㈮

申
・
問
農
林
課
林
政
農
災
係
（
☎

７
５
７

｜

９
９
１
７
）

中
央
公
民
館
成
人
講
座
洋
画

コ
ー
ス
＆
お
や
こ
劇
場
合
同

作
品
展
in
十
じ
ろ
う

　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
3

世
代
で
芸
術
の
秋
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
12
月
1
日
㈮
〜
3
日
㈰
午
前
9

時
〜
午
後
10
時
※
3
日
は
午
後

※市では広告を募集しています。
詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

第23回 里山学会

　「子どもの

自然体験」を

テーマに、基

調講演・パネ

ルディスカッ

ションを通し

て子どもの自然体験の効果や重要性を考

えます。

日11月19日㈰午後１時30分～４時30分

会クロステン

内基調講演：「自然体験活動の教育的意

義」、話題提供：中越地域内の自然体

験実施団体３組

講瀧直也さん（信州大学教育学部）

問「森の学校」キョロロ（☎595-8311）

5
時
ま
で

会
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
十
じ
ろ
う

内
油
絵
・
デ
ッ
サ
ン
ほ
か

問
中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７

｜

５

０
１
１
）

第
11
回

桂
歌
助
十
日
町
後
援
会
寄
席

　

〜
十
日
町
市
観
光
大
使
〜

　
年
の
瀬
を
笑
っ
て
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

日
12
月
2
日
㈯
午
後
3
時
※
開
場

午
後
2
時
30
分

会
ク
ロ
ス
テ
ン

￥
千
円
※
当
日
券
１
５
０
０
円

定
２
０
０
人

●
出
演
＝
落
語

：

桂
歌
助
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
漫
談

：

マ
グ
ナ
ム
小

林
●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
＝
ク
ロ
ス

テ
ン
・
市
民
会
館
・
情
報
館
ほ

か
問
事
務
局
（
☎
７
５
７

｜

２
０
５

８
）

人
権
を
大
切
に
す
る

県
民
の
つ
ど
い

日
12
月
3
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

2
時
45
分

会
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
潟
南
（
新
潟

市
）　

内
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
紙
芝

居
、
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ

Ｃ
選
手
サ
イ
ン
会
、
押
し
花
し

お
り
作
り
体
験
教
室
な
ど

問
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課
人

権
啓
発
室
（
☎
０
２
５

｜

２
８

０

｜

５
１
８
１
）

参
加
者
募
集

し
め
縄
作
り
教
室

　
自
分
で
作
っ
た
し
め
縄
を
自
宅

に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
9
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
小
学
生
以
上
の
市
民
※
小
学
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
20
人

持
わ
ら
の
持
ち
込
み
可

〆
12
月
６
日
㈬

会
・
申
・
問
吉
田
公
民
館
（
☎
７

５
２

｜

２
８
７
４
）

笹
山
縄
文
カ
レ
ッ
ジ

チ
ン
コ
ロ
作
り

　
十
日
町
伝
統
の
し
ん
こ
細
工
チ

ン
コ
ロ
を
、「
縄
文
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時

会
笹
山
縄
文
館
・
遺
跡
広
場

￥
３
０
０
円

定
10
人

講
阿
部
美
記
子
さ
ん
（
伊い

乎お

乃の

の

里
・
縄
文
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
代

表
）

〆
12
月
10
日
㈰

申
・
問
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
博
物
館
へ
（
☎
７
５
７

｜
５

５
３
１
）

空
き
家
バ
ン
ク

売
買
・
賃
貸
登
録
物
件
の
募
集

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
、

市
内
に
移
住
・
定
住
し
た
い
人
に
、



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十
日
町
市
ま
ち
な
か
ス
テ

ー
ジ
立
体
駐
車
場
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す

●
場
所
＝
西
寺
町
１

｜

１

●
供
用
開
始
＝
12
月
１
日
㈮
午
前

９
時

●
駐
車
台
数
＝

　
夏
期

：

１
２
９
台

　
冬
期

：

95
台

￥
最
初
の
30
分
無
料
、
以
降
30
分

ご
と
に
１
０
０
円
（
24
時
間
利

用
上
限

：

千
円
）
※
ま
ち
な
か

ス
テ
ー
ジ
貸
室
利
用
者
な
ど
減

免
あ
り

他
11
月
30
日
㈭
午
後
２
時
か
ら
４

時
ま
で
内
覧
会
を
開
催

駅通り

コモ通り

至小千谷

至津南

十じろう●

智泉寺●

分じろう● ●ラポート
　十日町

十
日
町
駅

117

問
都
市
計
画
課
中
心
市
街
地
活
性

化
推
進
係
（
☎
７
５
７

｜

３
６

９
１
）

11
月
13
日
㈪
〜
19
日
㈰

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員
が
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。土
・

日
曜
も
相
談
に
応
じ
る
の
で
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
11
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
7
時
、18
日
㈯
・

19
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

内
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫

婦
間
の
問
題
な
ど

●
電
話
番
号
（
全
国
共
通
）
＝

　
０
５
７
０

｜

０
７
０

｜

８
１
０

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５

７

｜

３
１
１
６
）

市
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

の
床
を
修
繕
し
ま
す

　
工
事
期
間
中
、
ア
リ
ー
ナ
は
全

面
利
用
で
き
ま
せ
ん
（
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
は
利
用
可
）。
平
成
30

年
1
月
4
日
㈭
か
ら
通
常
通
り
利

用
で
き
ま
す
。

●
工
事
期
間
＝
12
月
19
日
㈫
〜
28

日
㈭

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

｜

５
０
１
３
）

一
日
金
融
公
庫
相
談
会

日
11
月
20
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
4
時

他
事
前
申
し
込
み
要

会
・
問
十
日
町
商
工
会
議
所
（
☎

７
５
７-

５
１
１
１
）

11
月
11
日
㈯
〜
17
日
㈮
は

税
を
考
え
る
週
間
で
す

　
国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義
や

役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
さ
ま
ざ

ま
な
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
く
ら
し
を
支

え
る
税
」
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
ta
.

g
o
.jp

）
で
も
動
画
配
信
し
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
十
日
町
税
務
署
（
☎
７
５
２

｜

３
１
８
１
）

青
色
申
告
決
算
の
説
明
会

【
営
業
所
得
関
係
】

日
／
会
12
月
4
日
㈪
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
／
松
代
総
合
セ
ン
タ

ー
、
12
月
5
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
・
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
／
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル

「
段
十
ろ
う
」

●販売日時＝11月19日㈰・20日㈪午

前９時～午後５時

　※一般販売は11月21日㈫～

●販売場所＝各公民館・段十ろう

日平成30年１月13日㈯午後３時

　※開場２時

￥3,500円（全席自由・660席）

　※１人３枚まで購入可能

他車いす席および託児所あり

　※12月３日㈰までに申し込んでく

ださい（対象：６か月以上の乳幼児）

問生涯学習課（☎757-5011）

越後妻有文化ホール開館記念事業
ジャッキー吉川とブルーコメッツ「ファイナル追加公演in十日町」

会
福
祉
協
議
会
内
☎
７
５
０

｜

５
０
１
０
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

【
夜
間
講
習
コ
ー
ス
】

日
12
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
午
後
７

時
〜
９
時
※
４
時
間

定
3
人
以
上

対
15
歳
以
上

￥
１
５
０
０
円
※
教
科
書
代
・
保

険
料

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

〆
開
講
日
の
1
週
間
前

【
資
格
継
続
研
修
】

日
12
月
３
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

対
救
急
員
養
成
講
習
の
認
定
証
の

有
効
期
限
が
１
年
未
満
の
人

会
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

定
20
人

￥
８
０
０
円
※
教
科
書
代
・
保
険

料
内
救
急
員
養
成
講
習
会
で
学
ん
だ

内
容
の
復
習

〆
11
月
22
日
㈬

〈
共
通
〉

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ
う

申
・
問
日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７

５
０

｜

５
０
１
０
）

石
井
聖き

よ
た
か岳
＆
聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ
う

絵
本
ラ
イ
ブ

日
12
月
3
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

対
小
学
生
※
家
族
同
伴
可

定
先
着
30
人

内
読
み
聞
か
せ
、
わ
く
わ
く
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

会
・
申
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０
）

子
ど
も
博
物
館

ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り

　
ど
ん
ぐ
り
や
ク
ル
ミ
な
ど
、
縄

文
時
代
の
材
料
を
使
っ
て
ク
ッ
キ

ー
を
作
り
、
食
べ
て
み
ま
す
。

日
12
月
9
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
小
学
校
４
〜
６
年
生
※
保
護
者

の
参
加
可

￥
５
０
０
円
※
材
料
費

￥
先
着
10
人

第１５回 こども里山学会

　市の自然や文化、くら

しについて、市内小中学

校の児童・生徒が授業で

学んだことや調査から分

かったことを発表し、交

流する、“こども”が主

役の学会です。子どもた

ちの1年間の成果を聞き

に来ませんか。

日11月27日㈪午後１時30分～３時45分

会松之山自然休養村センター

●参加校＝吉田小学校４年生（13人）、松代小学校４年生

（25人）、まつのやま学園５年生（７人）、まつのやま学

園７年生（13人）

問「森の学校」キョロロ（☎595-8311）

第14回こども里山学会の様子

持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

〆
11
月
25
日
㈯

会
・
申
・
問
申
込
書
（
学
校
で
配

布
済
み
）
を
博
物
館
へ
（
☎
７

５
７

｜

５
５
３
１
）

市
内
共
通
ス
キ
ー
リ
フ
ト

券
を
発
行
し
ま
す

　
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
力
向
上

と
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
発
掘
・
育
成
の

た
め
、
市
内
共
通
リ
フ
ト
券
を
発

行
し
ま
す
。

対
高
校
生
以
下
で
市
内
に
住
所
が

あ
る
ま
た
は
市
内
の
学
校
に
通

っ
て
い
る
人
、
十
日
町
市
ス
キ

ー
連
合
会
加
盟
団
体
の
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
指
導
者
、
Ｓ
Ａ
Ｊ
ま

た
は
Ｓ
Ｉ
Ａ
登
録
者
で
市
内
で

小
・
中
・
高
校
生
の
指
導
者

￥
1
万
5
千
円

〆
平
成
30
年
1
月
12
日
㈮

申
申
込
み
用
紙
（
各
申
込
み
先
に

配
置
）
に
料
金
を
添
え
て
、
市

総
合
体
育
館
・
松
代
公
民
館
・

松
之
山
公
民
館

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

｜

５
０
１
３
）

市
民
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
証
明
書
発
行
の
停
止
】

日
11
月
18
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

19
日
㈰
※
19
日
は
終
日
停
止

内
市
役
所
本
庁
舎
の
証
明
書
自
動

交
付
機
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
で
の

証
明
書
発
行

【
自
動
交
付
機
に
よ
る
証
明
書
発

行
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
】

　
12
月
29
日
㈮
で
証
明
書
自
動
交

付
機
に
よ
る
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ

ス
を
終
了
し
ま
す
。
今
後
は
、
コ

ン
ビ
ニ
で
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書

な
ど
を
発
行
す
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
成
人
の
10
人
に
1
人

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
共
通
〉

問
市
民
生
活
課
市
民
係
（
☎
７
５

７
｜

３
１
１
６
）

市民先行

チケット販売



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

22市報とおかまち　平成29年11月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成29年11月10日号23

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　衆議院議員総選挙が10月22日に実施され、即日開票さ

れました。十日町市を含む新潟６区では、たかとり修一候

補が当選しました。開票結果などをお知らせします。

候補者名 得票（全体） 得票（十日町市）

当 たかとり修一
（自由民主党）

94,292 17,133

うめたに　守
（無所属）

92,080 14,420

当日有権者数（人） 投票者数（人） 棄権者数（人） 投票率

小選挙区 46,706 32,134 14,572 68.80%

比例代表 46,706 32,118 14,588 68.77%

最高裁判所
裁判官国民審査

46,660 31,702 14,958 67.94%

●小選挙区（新潟６区）の結果

●比例代表（北陸信越選挙区）の結果

●投票者数と投票率

政 党 名 得票（十日町市）

自由民主党 12,761

立憲民主党 6,298

希 望 の 党 4,872

日本共産党 2,755

公 明 党 2,494

日本維新の会 812

社会民主党 812

幸福実現党 277

衆議院議員総選挙　十日町市の結果

【
農
業
所
得
関
係
】

日
12
月
8
日
㈮
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

会
十
日
町
農
業
協
同
組
合
本
店

〈
共
通
〉

問
十
日
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

(

☎
７
５
６

｜

６
０
０
１
）

千
年
の
湯
臨
時
休
館

　
機
械
設
備
点
検
の
た
め
、
休
館

し
ま
す
。

日
11
月
30
日
㈭
・
12
月
1
日
㈮

問
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６

８

｜

２
９
８
８
）

11
月
25
日
㈯
〜
12
月
1
日
㈮

犯
罪
被
害
者
週
間

　
犯
罪
被
害
や
交
通
事
故
に
あ

い
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
警
察
で
は
各
種
の
相
談

窓
口
を
設
け
、
被
害
に
あ
っ
た
人

た
ち
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
各
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所

●
け
い
さ
つ
相
談
室
＝
☎
０
２
５

｜

２
８
３

｜

９
１
１
０

●
犯
罪
被
害
者
支
援
室
＝
☎
０
２

５

｜

２
８
５

｜

０
１
１
０

●
女
性
被
害
１
１
０
番
＝
☎
０
２

５

｜

２
８
１

｜

７
８
９
０

問
十
日
町
警
察
署
（
☎
７
５
２

｜

 支出
2億8,027万円

収入
３億3,337万円

給水収益
3億975万円
92.9％

減価償却費
1億1,377万円
40.6％

支払利息 1,616万円 5.8％

人件費 2,142万円 7.6%

委託料 3,753万円 13.4％

修繕費 3,195万円 11.4％

手数料 649万円 2.3％

そのほか 1,633万円 5.8％

動力費
3,662万円 13.1％

そのほか 20万円 0.1％

長期前受金戻入 2,342万円 7.0％

（平成29年４月１日～９月30日）29年度上半期の業務状況

 収入
2億2,386万円

支出
4億5,272万円

企業債
1億
7,940万円
80.1％

消火栓新設工事
256万円 0.6％

企業債償還金
9,244万円 20.4％

損益勘定留保資金など
　　2億2,866万円

※収入が支出に対して不足す
　る額は、減価償却費などの
　留保資金で補てんします

負担金 120万円 0.5％

加入金 799万円 3.6％

浄水場改築工事
1億8,910万円
41.8％

そのほか
45万円 0.1％

補償金
3,527万円 15.8％

施設改良費
1,234万円 2.7％

事務費
3,232万円 7.1％

配水管布設・布設替工事
1億2,351万円 27.3％

■資本的収入・支出〔税込〕

■給水業務量の状況

※消費税相当分を除いて表示
※減価償却費は見込み額を計上

■損益計算書

支出
5億9,918万円

収入
7億3,096万円

水道料金
６億7,705万円
92.6％

そのほか 652万円 0.9％

委託料
9,668万円 16.1％

減価償却費
２億2,629万円
37.8％

修繕費
6,388万円 10.7％

支払利息
3,250万円 5.4％

動力費 8,318万円 13.9％

そのほか
3,425万円 5.7％

人件費
4,888万円 8.2％

手数料
1,352万円 2.2％

長期前受金戻入 4,739万円 6.5％

■収益的収入・支出〔税込〕

●給水栓数…１万2,243栓　●年間総給水量…337万8,883立方メートル

●一日平均給水量…9,257立方メートル

●主な建設改良事業…浄水場改築、配水管布設・布設替工事など…24件

業務量

28年度決算

区　　分
29年度
上半期

28年度
上半期

前年度比

増　減
比率
（％）

給水戸数（栓） 12,248 12,245 3 0.0

給
水
量

総　　数（㎥）1,669,957 1,708,833 △38,876 △2.3

一日平均（㎥） 9,125 9,338 △213 △2.3

※給水戸数（栓）は調定件数（平均）
※給水量は調定水量

問上下水道局事務係☎757-6531

水道事業の平成28年度決算と平成29年度上半期の業務状況の報告
水道事業の状況をお知らせします

０
１
１
０
）

障
害
者
年
金
無
料
相
談
会

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
を
持
っ

て
い
て
、
就
労
に
支
障
が
あ
る
人

や
、
障
害
年
金
が
更
新
で
停
止
さ

れ
た
人
な
ど
の
、
受
給
資
格
や
申

請
方
法
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
11
月
28
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

会
中
央
公
民
館
（
学
校
町
）

他
要
事
前
予
約

申
・
問
県
社
会
保
険
労
務
士
会
長

岡
支
部
障
害
年
金
グ
ル
ー
プ
・

平
澤
（
☎
０
２
５
８

｜

82

｜

６

４
５
３
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

退
職
金
受
領
に
つ
い
て

　
林
退
共
に
加
入
し
て
い
て
、
ま

だ
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

人
を
探
し
て
い
ま
す
。
自
身
の
加

入
状
況
が
不
明
な
と
き
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

r
in
ta
ik
y
o
.ta
is
y
o
k
u
k
in
.

g
o
.jp
/

）
で
も
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
（
☎
０
３

｜

６
７
３
１

｜

２
８
８
７
）

小
学
生
防
火
標
語

　
市
内
お
よ
び
津
南
町
の
小
学
４

年
生
か
ら
４
２
７
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
次
の

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
家
庭
や
職
場
な
ど

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
標
語
を

活
用
し
て
火
の
用
心
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
最
優
秀
賞
＝

　
火
は
消
し
た
？
　
ぼ
く
は
家
族

の
　
消
防
士
！

　（
津
南
小
・
桑
原
想そ
う

大た

さ
ん
）

●
優
秀
賞
（
２
作
品
）
＝

・
消
し
た
か
な
　
ぼ
く
に
も
で
き

る
　
火
の
用
心

　（
水
沢
小
・
市
村
遥は
る

斗と

さ
ん
）

・
火
は
消
し
た
？
　
家
族
み
ん
な

の
　
あ
い
こ
と
ば

　（
津
南
小
・
藤
ノ
木
斗と

む夢
さ
ん
）

問
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
７
５
７

｜

１
５
５
７
）



連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

取
材
し
た
人

連載コーナー
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市民活動
ネットワ

ークひと
サポが、

旬な人・
団体を紹

介します
。

連載コーナー

116

和
太
鼓
を
通
し
て
深
ま
る
集
落
の
絆

鼓こ

　む夢
の
会

　
松
之
山
・
天
水
島
集
落
の
祭
り
か
ら
生
ま
れ
、
20
年
間
受
け
継
が
れ
て
い
る
子
ど
も

と
女
性
に
よ
る
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
で
す
。
松
之
山
を
拠
点
に
、
小
中
一
貫
校
ま
つ
の
や

ま
学
園
の
児
童
生
徒
８
人
と
、松
之
山
在
住
の
女
性
６
人
が
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

太
鼓
を
通
じ
て
笑
顔
で
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
を
目
標
に
、
全
員
で
心
を
合
わ
せ
て

元
気
は
つ
ら
つ
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

高
橋
英
子
さ
ん
（
☎
５
９
６
―
３
７
５
５
）

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

代
表
の
高
橋
英
子
さ
ん
（
湯
山
・
58

歳
）
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら
笛
太
鼓
な

ど
の
祭
ば
や
し
を
聞
く
と
、
胸
を
躍
ら

せ
る
大
の
祭
り
好
き
。
集
落
の
祭
り
の

出
し
物
で
、
婦
人
グ
ル
ー
プ
と
し
て
和

太
鼓
に
挑
戦
し
た
の
を
機
に
、
地
元
の

子
ど
も
た
ち
も
誘
い
、
仲
間
と
と
も
に

こ
の
会
を
作
り
ま
し
た
。

普
段
は
和
太
鼓
教
本
に
基
づ
き
５
曲

程
度
を
練
習
し
、
年
に
数
回
は
メ
ン
バ

ー
で
長
野
県
の
和
太
鼓
専
門
家
の
出
張

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
大
人
用
の
曲

は
、
威
勢
の
良
い
か
け
声
と
、
上
下
左

右
に
動
く
大
胆
な
腕
の
振
り
が
特
徴
で

す
。「

疲
れ
て
い
て
も
太
鼓
を
叩
く
と
ス

ッ
キ
リ
し
ま
す
。
上
手
・
下
手
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
は
太
鼓

を
好
き
で
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
す

高
橋
さ
ん
。
一
度
は
卒
業
や
進
学
で
会

を
離
れ
た
も
の
の
、
社
会
人
に
な
っ
て

故
郷
へ
戻
り
、
再
加
入
し
た
人
も
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
松
之
山
に
嫁
い
で
き

た
新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ケ
ガ
を
せ
ず
、楽
し
く
、

長
く
続
け
て
い
く
の
が
メ
ン
バ
ー
の
願

い
。
進
級
な
ど
で
子
ど
も
が
毎
年
入
れ

替
わ
る
中
、
親
か
ら
子
、
上
級
生
か
ら

下
級
生
へ
と
、
活
動
は
受
け
継
が
れ
て

い
き
ま
す
。

４月～10月の間、毎週月曜日の午後７時30分から、旧松里小学校体育館で練
習しています。子どもたちはかつて通っていた校舎で友達と楽しみながらのび
のびと練習。年代・性別・地域を問わず、誰でも入会を歓迎しています。

ベースとなるリズムを刻む下
拍子と、曲のリズムを叩く上
拍子があります。子どものみ
の曲では中学生が下拍子で小
学生をリード。「ヤッ！」と
いうかけ声と、芯をとらえた
音が響き渡ります。

天水島集落の秋祭りへの出演と、松之山の「不老閣デイサービスセンター」へ
の訪問は毎年の恒例行事。来る11月17日㈮には、松之山スキー場のレストハ
ウス「雪椿」で開催される第４回音楽祭に、地元バンドとともに出演します。

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

30

「
は
じ
め
て
見
た
の
は
15
歳
こ
ろ
だ
っ

た
な
あ
。
山
か
ら
顔
を
出
し
た
黄
金
色
の

月
が
、
水
田
一
面
に
銀
紙
の
よ
う
に
き
れ

い
に
映
っ
た
景
色
を
見
た
ん
だ
。
一
生
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
よ
」

と
文
夫
さ
ん
は
自
身
の
体
験
を
語
り
ま
す
。

平
成
16
年
の
中
越
大
震
災
の
影
響
で
歩

道
が
崩
れ
て
交
通
不
能
に
な
っ
た
た
め
、

長
い
間
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
集

落
の
人
た
ち
の
熱
い
思
い
に
よ
り
、
平
成

24
年
か
ら
再
開
し
、
毎
年
多
く
の
来
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

「
飛
渡
の
宝
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

も
途
絶
え
さ
せ
た
く
な
い
ね
」

飛
渡
地
区
の
三
ツ
山
集
落
に
長
く
伝
わ

る
風
物
詩
「
田
毎
の
月
」。
毎
年
５
月
下

旬
か
ら
６
月
上
旬
の
田
植
え
前
の
時
期

に
、
棚
田
の
水
田
に
満
月
が
映
り
込
む
光

景
を
鑑
賞
す
る
催
事
で
す
。
そ
の
歴
史
は

古
く
、
明
治
20
年
こ
ろ
、
今
か
ら
ち
ょ
う

ど
１
３
０
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

文
夫
さ
ん
の
ご
先
祖
、
大
津
文
八
さ
ん

が
山
道
を
通
っ
て
里
か
ら
帰
る
途
中
、
偶

然
に
も
山
の
上
か
ら
三
ツ
山
集
落
の
水
田

に
映
り
込
む
満
月
を
発
見
し
た
こ
と
が
始

ま
り
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
話
が
あ
ち
こ
ち

に
広
が
り
、
大
勢
の
人
が
見
学
に
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

佐
藤 

隆
志
さ
ん

田た

毎ご
と

の
月

　
大
津 

文ふ
み

夫お

さ
ん

（
三
ツ
山
・
84
歳
）

「黄金色の月が水田一面に銀紙のように
　 映った景色は一生忘れることはない」

❶笑顔がすてきな文夫さん❷鏡の

ような田面に映り込んだ月は幻想

的です❸昼間に眺める棚田の景色

も荘厳です❹山道の前には説明看

板が立っています❺当時の人たち

が見下ろしていた場所には石碑が

建っています❻「田毎の月を守る

会」の有志により、毎年歩道を整

備しています❼「当時は山の上に

店が出るほどはやっていたんだ」

❶

❷

❸ ❼

❻

❺

❹

中断されていた時期もあ
りましたが、地元の人た
ちの強い思いによって再
開された田毎の月。十日
町の名所としていつまで
も続いてほしいですね。
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下条小学校
149

ま
い
上
が
る
生
き
物

小
宮
山
心し
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
５
年
）

下
条
小
学
校
校
舎

水
落
　
美み

惺そ
ら

さ
ん
（
６
年
）

か
わ
い
い
空

高
橋
ひ
ま
り
さ
ん
（
３
年
）

雷
の
中
で
走
っ
た
合
宿

福
嶋
　
賢け
ん

素そ

さ
ん
（
４
年
）

お
お
き
な
か
ぶ

藤
田
　
桜さ

衣え

さ
ん
（
１
年
）

ス
イ
ミ
ー

生
越
陵り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
２
年
）

　「スイミー」を読んで、スイ
ミーが赤い魚のきょうだいたち
とたのしそうにあそんでいると
ころをかきました。画面いっぱ
いに魚をかくのをがんばりまし
た。

　「おおきなかぶ」をよんで、
大きなかぶがぬけたところが気
に入りました。かぶを大きくか
いたところがじょうずにできま
した。いろもていねいにぬりま
した。

　夏休みにかった犬の絵です。
目が青いので「空」という名前
をつけました。片目が見えませ
ん。とてもかわいいです。トイ
レをおぼえたら、一しょにねた
いです。

　ジュニアクロスカントリーの
合宿で、雷が鳴る中を走ったと
きのことをかきました。雷の音
がうるさかったけど、みんなで
頑張って走りきることができた
ので心に残っています。

　ぐう然できた色や模様を組み
合わせて、空に向う鳥や植物を
表しました。工夫したところは、
鳥の羽をできるだけ違う色にし
たり、花を同じ形にたくさん切り
とって広げたりしたところです。

　この絵の特ちょうは、いすと
柱です。いすの角度を工夫する
ところと窓の反射、窓のおくの
背景を表現するのをがんばりま
した。
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